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浄
化
槽
の
適
切
な
管
理
で
き
れ
い
な
水
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働
き
に
よ
り
、家
庭

か
ら
の
生
活
排
水
等
を
き
れ
い
な
水
に
し
て

か
ら
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。家
庭
か

ら
の
生
活
排
水
の
多
く
は
側
溝
や
水
路
を
通

り
、河
川
へ
流
れ
て
い
き
ま
す
。川
の
汚
濁
原

因
は
、生
活
排
水
が
7
割
以
上
を
占
め
る
と

い
わ
れ
、生
活
排
水
を
適
正
に
処
理
し
て
か

ら
放
流
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。浄

化
槽
の
正
し
い
使
用
と
適
正
な
維
持
管
理
を

行
い
、き
れ
い
な
水
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

浄
化
槽
に
必
要
な
３
つ
の
維
持
管
理

1 

保
守
点
検

浄
化
槽
の
点
検
・
調
整
や
消
毒
薬
の
補
充

等
を
行
い
ま
す
。保
守
点
検
の
回
数
や
内

容
は
、浄
化
槽
の
種
類
や
大
き
さ
に
よ
り

異
な
り
ま
す（
一
般
的
な
家
庭
に
設
置
さ
れ

て
い
る
浄
化
槽
の
場
合
、年
3
回
以
上
）。

埼
玉
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検

業
者
と
契
約
の
う
え
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検
業
者
に
つ
い
て
は
、県
水
環
境

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

2 

清
掃

浄
化
槽
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
引
き
抜
き
や

機
器
類
の
洗
浄
等
を
、年
1
回
以
上
行
い

ま
す
。町
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。　　

▼�

町
許
可
清
掃
業
者	

　

●
益
榮
商
事
㈱（

5
8
1
･
1
7
4
5
）

●
㈱
ロ
ビ
ン（

5
8
4
･
2
6
4
4
）

3 
法
定
検
査

▼�

設
置
後
の
検
査（『
浄
化
槽
法
』第
7
条
検
査
）

設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
が
、適
正
に
施
工
さ
れ
、正
常
に
機

能
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。浄
化
槽
を
使

い
始
め
て
3
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
5
カ
月
の
間
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

定
期
検
査（『
浄
化
槽
法
』第
11
条
検
査
）

浄
化
槽
か
ら
の
放
流
水
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、浄
化
槽
が

機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
る
か
の
検
査
を
、年
1
回
行

い
ま
す
。検
査
結
果
は
、浄
化
槽
管
理
者（
使
用
者
）や

保
守
点
検
業
者
に
通
知
さ
れ
、維
持
管
理
に
生
か
さ

れ
ま
す
。法
定
検
査
の
手
続
き
は
、指
定
検
査
機
関
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。　

▼�

指
定
検
査
機
関	　

●�（
一
社
）埼
玉
県
浄
化
槽
協
会（

5
0
1
･
5
7
0
7
）

※�「
保
守
点
検
」「
清
掃
」「
法
定
検
査
」は
、そ
れ
ぞ
れ
費
用

（
手
数
料
）が
か
か
り
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
！

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　

補
助
対
象
区
域
内
に
お
い
て
、自
ら
居
住

す
る
専
用
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
単
独
処

理
浄
化
槽
、ま
た
は
く
み
取
り
便
槽
を
、合
併

処
理
浄
化
槽
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
方（
住

宅
の
所
有
者
、世
帯
主
等
）を
対
象
に
、そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※�

補
助
対
象
区
域
お
よ
び
補
助
金
の
交
付
条

件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、申
請
前
に
生
活

環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

浄
化
槽
は
町
が
設
置
・
維
持
管
理
！

寄
居
町
公
設
浄
化
槽
事
業

　

町
で
は
生
活
排
水
処
理
対
策
と
し

て
、公
設
浄
化
槽
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
事
業
区
域
内
の
個
人
住
宅
等
に
対
し

て
、工
事
費
の
一
部
を
分
担
金
と
し
て
ご

負
担
い
た
だ
き
、町
が
主
体
と
な
っ
て

浄
化
槽
の
設
置
を
行
い
ま
す
。設
置
後

は
、使
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
維
持
管
理

費
用
と
し
て
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ

き
、町
が
浄
化
槽
の
維
持
･
管
理
を
行

い
ま
す
。

▼�

事
業
区
域

用
土
区
域（
2
区
、3
区
、4
区
お
よ

び
5
区
の
一
部
）、鉢
形
区
域（
一
部
地

域
）、赤
浜
区
域（
一
部
地
域
）

▼�

対
象

●�

く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
を
使
用
し
て

お
り
、水
洗
ト
イ
レ
化
を
希
望
さ
れ

る
方

●�

単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
お

り
、老
朽
化
･
故
障
等
に
よ
り
浄
化
槽

の
入
れ
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方 

等

�

生
活
環
境
エ
コ
タ
ウ
ン
課

（

5
8
1
･
2
1
2
1
内
線
2
2
3
･

 

2
2
4
）

■補助限度額（令和6年度）
人槽 補助限度額

（配管費･処分費含む） 備考

5人槽 542,000円 住宅の延べ面積が130㎡
以下の場合

7人槽 624,000円 住宅の延べ面積が130㎡
を超える場合

10人槽 758,000円 台所および浴室が2カ所
以上の場合（2世帯住宅）

困難工事補助 200,000円 狭小敷地･急傾斜地等、
工事費が割高となる場合

浄化槽を適正に使用するために
●�天ぷら油等は、そのまま流さずに古新聞
等に染み込ませ、可燃ごみとして出しま
しょう。
●�食べ残しは流さず、よく水気をきって可
燃ごみとして出しましょう。
●�トイレには、トイレットペーパー以外のも
のは流さないようにしましょう。
●�便器の掃除には、なるべく塩素系洗剤を
使わないようにしましょう。
●�ブロワ（浄化槽に空気を送る機械）の電源
は切らないでください。

浄化槽に必要な届出･報告
●�浄化槽の設置、開始、廃止等を行うときに
は、手続きが必要です。詳細は生活環境
エコタウン課へお問い合わせください。

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
で
す
！

　

骨
髄
バ
ン
ク
は
、白
血
病
を
は
じ
め
と
す

る
血
液
疾
患
の
治
療
の
た
め
、骨
髄
移
植
等

が
必
要
な
患
者
さ
ん
と
、そ
れ
を
提
供
す
る

ド
ナ
ー
を
つ
な
ぐ
公
的
事
業
で
す
。

　
毎
年
、数
万
人
の
方
が
白
血
病
等
の
重
い

血
液
の
病
気
と
診
断
さ
れ
、そ
の
う
ち
約

2
0
0
0
人
の
方
が
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
か

ら
の
移
植
を
望
ん
で
い
ま
す
。一
人
で
も
多

く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
に
は
、一
人
で
も
多
く

の
ド
ナ
ー
登
録
が
不
可
欠
で
あ
る
中
で
、特

に
若
い
世
代
の
方
の
ド
ナ
ー
登
録
が
少
な
い

状
況
で
す
。
ド
ナ
ー
に
な
る
に
は
、事
前
に

約
2
mL
の
採
血
す
る
こ
と
で
登
録
で
き
ま
す
。

寄
居
町
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

　

町
で
は
ド
ナ
ー
登
録
後
、実
際
に
骨
髄
等

を
提
供
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、助
成
金
を
交

付
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
／
寄
居
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方
で
、（
公
財
）日
本
骨
髄
バ

ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で
骨

髄
等
の
提
供
を
完
了
し
た
方

※�

国
、地
方
公
共
団
体
、独
立
行
政
法
人
お
よ

び
ド
ナ
ー
休
暇
の
取
得
が
可
能
な
事
業
所

に
勤
務
す
る
方
は
除
き
ま
す
。

▼�

助
成
金
額
／
1
日
当
た
り
2
万
円　

※
１
回
の
提
供
に
つ
き
7
日
を
上
限

▼�

申
請
期
限
／
骨
髄
等
の
提
供
が
完
了
し
た

日
か
ら
原
則
90
日
以
内

▼�

そ
の
他
／
必
要
書
類
等
の
詳
細
は
、健
康

づ
く
り
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

健
康
づ
く
り
課

　
（

5
8
1
･
2
1
2
1 

内
線
2
1
6
）

募
集
し
ま
す
！　
寄
居
町
社
会
教
育
委
員

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、教
育
委
員
会
の
諮

問
に
応
じ
、社
会
教
育
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ

る
社
会
教
育
委
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、公
募
を
行
い
ま
す
。

▼�

応
募
資
格
／
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
方
で
、社
会
教
育
に
関
心
が
あ

り
、町
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る

委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

▼�

募
集
人
員
／
2
人

▼�

任
期
／
2
年（
令
和
7
年
4
月
1
日
～
令

和
9
年
3
月
31
日
）

▼�

会
議
／
年
2
回
程
度（
平
日
の
日
中
開
催
、

2
時
間
程
度
）お
よ
び
研
修
会
等
へ
の
参

加
▼�

報
酬
／
町
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

▼�

応
募
方
法
／
生
涯
学
習
課
で
配
布
す
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

添
付
書
類
と
併
せ
て
同
課
へ
直
接
、ま
た

は
郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

（
Ｅ
メ
ー
ル
の
件
名
は「
応
募 

寄
居
町
社
会

教
育
委
員
」と
し
て
く
だ
さ
い
）。な
お
、応

募
用
紙
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

▼�

添
付
書
類
／「
私
が
考
え
る
寄
居
町
の
社

会
教
育
」を
テ
ー
マ
と
し
た
意
見
、考
え
を

ま
と
め
た
も
の（
8
0
0
字
以
内
と
し
、手

書
き
の
場
合
は
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

2
枚
以
内
、パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
場
合

は
、Ａ
4
判
1
枚
で
印
刷
で
き
る
設
定
）。

Ｅ
メ
ー
ル
に
添
付
す
る
場
合
は
、ワ
ー
ド
形

式
の
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

募
集
期
限
／
11
月
22
日
㈮
必
着　

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効

※
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
送
信
日
有
効

※�

持
参
の
場
合
は
開
庁
日
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼�

選
考
方
法
／
応
募
理
由
や
作
文
か
ら
推
量

さ
れ
る
考
え
方
な
ど
を
考
慮
し
、審
査
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼�

選
考
結
果
／
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通
知

し
ま
す
。

▼�

提
出
先
･
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

〒
3
6
9
-1
2
9
2
住
所
記
載
不
要

5
8
1
･
2
1
2
1
内
線
5
3
2

s
g
1
6
1
g
@
t
o
w
n
．y
o
r
i
i
．

s
a
i
t
a
m
a
．j
p

まずは、骨髄バンクについて
考えてみませんか。

詳細は（公財）日本骨髄バンクの
ホームページをご覧ください。

日本骨髄バンク

行政インフォメーション　INFORM
ATION

行政インフォメーション　INFORM
ATION


